
➂ 

 

2026年度 地域創成メディエーター「動く」活動 

 

 

活動名称 学生主体の標準化教育 
SDGsの 17の目標番号 

1～17 

教職員所属  経営情報学部 経営総合学科    氏名  伊藤 佳世           

 

概 要 

 

（目的・内容・ 

  学生の学び・協力先） 

目的：持続可能な社会を担う人材の育成 

学生主体の標準化教育を学び、学生の主体性及び標準化教育とはどのようなものなの

かを理解し、一人ひとりの成長につなげること。 

内容：学生主体の標準化教育を中心に以下の５つの活動を行う。 

①  学生主体の標準化教育  

2009 年より環境マネジメントを中心に SDGs・スマート・レジリエンスの分野の学生主

体の標準化教育を実施している。21 種類の標準化教材を開発し、標準化教材体験者数

10 万人を超えた（2025年 12月）。 

標準化を教える活動として、既存の教材や今年開発する教材を用いて標準化教室を開

催する。本年度は新規に ISO/IEC 42001(2023)に基づく AIマネジメントシステム教材

の開発を行う。あわせて、ISO14001(2026)に基づき、環境マネジメントシステムの教

材を改定する。」 

・中大連携：中部大学と春日丘中学と連携し、STEAM 学習としての探求学習と啓明祭で

の発表会の支援を行う。大学での学びでは開発する教材のテーマに関する標準化教室

を実施する。啓明祭での発表会準備では、運動部所属学生を中心にチームワーク、コ

ミュニケーション等の指導も実施する。合計で 20 日間する。 

・高大連携：市邨高校市川教諭の社会の授業で標準化教室を実施する。 

・専門家連携：経済産業省、日本規格協会、日本消費生活アドバイザーコンサルタン

ト協会（NACS 東京、NACS 中部）と連携し、専門的見地から今年度開発する標準化教材

に対するコメントを反映する。 

・標準化教室：中部エリアの自治体等と連携し、環境や SDGs のイベントに出展し、一

般市民を対象に標準化教室を開催する。また成果を発表する。 

主催 イベント名 場所 

中部大学 中部大学フェア  

SDGs 教育・研究発表会  

名古屋市 名古屋エシカルフェア イオンナゴヤドーム前 

環境デーなごや エンゼル広場 

愛知県 レッツエコアクションあ

いち 

4 月下旬に場所確定 

SDGs AICHI EXPO 実行委員

会 

SDGs こどもユースフェア 愛知県国際会議場 

日本経済新聞 エコプロ 東京ビッグサイト 



中部環境局 SDGs 学生サミット オンライン 

② 青少年支援 

愛知県青少年育成アドバイザー協会と連携し、未就学児や小中学生、保護者を対象に

紙芝居を用いてスマホや AI の適正利用を教え、情報リテラシーを身につける。こども

環境未来塾の活動を通じて青少年支援の活動を支援する。紙芝居は 5 月、11 月に実施

予定 

③ 学生主体の SDG 推進 

学生連携 全国の環境マネジメント及び SDGs 推進大学（岩手大学、大阪大学、岐阜大

学、公立鳥取大学、千葉大学、中部大学、三重大学、琉球大学）対象とした環境マネジ

メント全国学生大会に参加する。本年度は信州大学で開催する。 

④ 産学官民連携 

産業界の標準化や SDGs を支援する（次年度の事業案策定支援、産業・行政向け標準化

教室）現在調整中 

⑤  スポーツにおける SDGs 推進 

中部大学の運動部に所属している学生を中心に SDGs 活動についての発信を行う。 

⑥ 広報活動 

本プロジェクトに関する内容を随時 SNS 等で発信する。 

 

学生の学び：持続可能な開発を担う力量を身に着けるとともに、地域連 

携活動を通じて社会人基礎力である、前に踏み出す力（主体性、働きかけ力、実行力）、

考え抜く力（課題発見力、計画力、創造力）、チームとして働く力（発信力、傾聴力、

柔軟性、情況把握力、規律性、ストレスコントロール力）を身につけることが出来る。 

活動計画 

教材開発 

4～5 月 紙芝居による青少年支援 

4～8 月 新規教材の開発 

7～10 月 中高大連携 

9～12 月 新規教材の実演、ファシリテーターの育成 

1～3 月 報告書作成 企業支援 情報発信 

＜主なイベント出展予定＞ 

5 月 9 日 環境マネジメント全国学生大会 

5 月 10 日 紙芝居 春日井わいわいカーニバル 

7 月から 9 月中大連携 

8 月下旬～9 月上旬 専門家連携 

9 月 中部大学フェア 

10 月 24 日 消費生活フェア 

10 月中旬 レッツエコアクション愛知 

11 月 7・8 日 SDGs AICHI EXPO 

11 月 21 日 環境デーなごや 

12 月 2～4 日 エコプロ 

活動予定日数：年間 152 日 程度  

活動開始予定日 4月 1日以降 



活動場所 伊藤佳世研究室 22 号館 3 階 

参加学生 経営情報学部(全学部対象) 

他学部生の受入の可否 可  

 


